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竹皮を脱ぐ鮮やけき音たてて

「竹皮を脱ぐ」という自然が醸す生命力を目の当たりにすると、

数々の吟行で体験した草木鳥獣はもとより、石さえもが語り掛け

て来たことを思い出す。初夏の筍の生長は盛ん。見る間に伸び、皮

を脱いだ竹は粉を噴いて白いが、やがて鮮やかな青緑となり生気

に溢れ清々しい。写真俳句は自然の姿、生命の感動を詠む。写真と

俳句が互いに補う詩形は魅力だ。これからも深く関っていければ

と思います。

～共に楽しむ会友を求めています 080-3217-3297（矢﨑） ～

熱海写真俳句撮詠物語

令和元年 5 月句会


